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談 話 室

第2回 固体電解質に関す る国際会議(Second

InternationalMeetingonSolidElectrolytes)

に出席 して

工学部 服 部 武 志(吹 田4668)

上記の国際会議 が9月20日 か ら22日 ま での3日 間,UK,Scotlandの 大 学都 市St.Andrewsで 開

かれた。会場 のSt.Andrews大 学 化学教室は隣の物理学教室 と ともに近代的な ビルで,大 学全体,と

はいって も16世 紀の街の 計画図そのまsの 古い街並全体に各Collegeが 散 らばっているのだが,そ こか

ら少 し離れた海岸を遠望す る緑の芝生の広大 な地に建て られてい る。この建物か らほ ど遠 くない所に ゴ

ルフ発祥の地St.Andrewscourseが 望 め,21日 の午後(postersession準 備 の為半 日講演がなか っ

た),ゴ ル フを楽 しむ人達 も多 かった。 出席者(同 伴の家族 も含めて)全 員,化 学教室か ら歩いて20分

程の所に存 る大学生の宿舎 ・DavidRusell且allに 泊 り込み3日 間共同生活をした。 この宿舎は 日

本の学生寮 とは比較で きない程 で,ち ょっとした ホテル並の設備 と室の広さを有 してい る。 講演が終 り

夕方7時 頃(イ ギ リスは夏時間を採用 中)宿 舎の前に出て広 々とした緑の芝 と沈み行 く夕 日を見ていて,

外 観だけか らか も知れないが,環 境の思'まれた学生 々活 を羨ま し く思えた。 これは 日本で聞いて予想し

ていたthotlandの 秋 一 どんよりと曇った天候一とは大違いで,連 日澄み渡った空と暖かい日が続いた

ため もあるのだろ うか。

本会議は第1回 がUSA,NewYork,ShenectadyのGeneralElectricResearchandヒ
DevelopmentCenterで1976年5月AConferenceonSuperionicConductors;Chemistry・

タ

Physics・andApPlcationsと 言 う名 で 開 か れ て い る 。 今 回 の 参 加 者 は15ケ 国 約200名 の 出 席 が 有 っ

た が,日 本 か ら は 名 古 屋 大 ・工 の 高 橋 先 生,新 潟 大 ・理 の 横 田 先 生 と筆 者 の3人 で あ っ た の も 日本 で の

こ の 分 野 の 現 状 か ら し て(化 学 系 や 応 用 面 で は 研 究 人 口 が 多 い と 聞 い て い る)致 し 方 な い こ と か も知 れ

な い 。 講 演 は1つ の 会 場 で 行 な わ れ,ReviewLecture・1つ と,Conductivitymechanisms(口 頭

発 表9,poster発 表6,以 下 同)・Structureandconductivity(4,6)・ApPlications(6,6)・

β一alumina(9,4),Newsolidelectrolytes(9,4),mixedconductors/insertion

compounds(9,3)の 各sessionが 順 次 行 な わ れ,各sessionの 初 め はPlenaryLectureが1つ ず

つ 含'ま れ て い た 。 第1回 の 会 議 名 で も分 か る 様 に,化 学 者,物 理 学 者 及 び 実 際 に 応 用 し て い る 研 究 者 と

多 くの 分 野 の 人 々 の 集 ま りで,各 分 野 聞 で のcommunicationも 主 題 の1つ で あ っ た よ う だ 。 そ の 為 か,

口 頭 発 表 で は か な り 白 熱 し た討 論 が 続 き,又,21日 夜7:50か ら化 学 実 験 室 で 行 な わ れ た1)oster

SeSSiOnも 夜 遅 くま で 活 発 な 討 論 が 行 な わ れ て い た 。 この 熱 ぽ い 議 論 は,近 年tranSpOrtmeChaniSm

の解 明 の研 究 を 精 力 的 に 行 な っ て い る ア メ リカ の 研 究 グ ル ー プ の 出 席 が 無 く幾 分 寂 し さ を 感 じ て い た 気
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持 を救 って くれた。

講演内容に関 しては,個 人的には主に物理的主題(conductivitymechanismsやstructure)に 興

味の主眼が向いたが,全 体的にはR-alumina関 係(実 用面を含めて)の 発表 が 目についた。

conductivitymechanismsのplenarylectureと してZellerはa-AgIの 導電率の周波数 依存性,

特 に低周波域 での構造の説 明の為に"latt孟cegasmodel"か ら出発して各modelの 発 展情況を辿 り,

"f
reeratetheory"と"freeparticlemotion"のgapを 埋 める新 しいmodelの 議 論 を行な

。た。strassl。,等 は・一Aglの 中性子散乱の実験か らph・n・nの 分鞭 係を決め・50・ml以 下 の

赤外域での導電率の構造が音響phononlrCよ る ものと結論 した。Lucazean等 はstoichiometricと

non-stoichiometricNap-aluminaのRaman散 乱 の比較測定 を特に各bandの 半 値 巾の温 度

依存性に着 目して行なった。Girvinは 自分の行なって来 た研究の自慢 も織 り混ぜながら,通 常の導電

率の電気的測定では電気分解の起 る障害があるが,そ れ を避け ることので きるthermoelectricpower

の 研 究成果を発表 した。 この他,Goodenoughの 新 しい固体電解 質の結晶構造,Rev三ewLectureで の

FosterのalkaligalIatesの 性 質,Gellerのhalogen化 物 の固体電解質の結 晶構造等の話が,叉,

postersessionで は,Lunden等 のa-AgIの 高 圧下での イオ ン伝導・Cσwley等 の β一alumina

の電 池,Shilton等 の且VO2PO4・4H20の 導 電率等の発表 が印 象に残 った。

個人的な事だが発表が初 日の午前 中で顔を覚え られた事に加えて,次 回が 日本で開催 される事(1980

年9月,東 京)や 日本人 が少なかった為か,多 くの人達から議論を申し込まれ大変有意議な会議であっtz。

その上,会 議全体の雰囲気が こじんーま りとしていてfamiliarで 楽 し く過 ごせたが,食 事 の度の横 メシ

食いで頭の中の英語が全部出尽 くした感はあった。又,連 日夜11時 過 ぎまでの行事(reception,poster

session,banquet)に も拘 らず,朝 早 くから議論 し合 うな ど何時 もなが らの外国人のLoughnessぶ りに

は感心させられた。最後 に,原 稿依頼が帰ってか ら(?実 際には留守 中に机の上に依頼書が置 かれてい

た)で あ り,会 議 中特に メモ等 もそれ程取 らなか った為にまとま りの ない事柄を書 き綴 り澄詑びします。

低温 とはあ一ま り関係のない分野⑦です が,こ の分野,特 にconductiv三tymechanismの 研 究が 日本で も

多 く行なわれ るこ とを期 待して筆 を置 きます。

(注)固 体電解質 について

化学系の人 にとっては吉 くか ら使い慣れた言葉であ り馴み深い物質である。近年 イオンの動的

振舞 いに注 目しその解明の為の研 究を初めた物理系の人 々にょってSuperionicConductor(超

イォ ン導電体)と かhighionicconductorと 呼 ばれだした。一般的には電気担体がイオンであ

り,そ の導電率が10甲3(Ω ・cm)一i以 上の物質がこの範疇 に入る。 例えば,代 表的なイォ ン結晶

で あるAgClで は 室温 の導電率は約10-10(Ω ・Gm)噌1であるが,超 イォ ン導電体の1つ である

RbAg415で は室温で約0.2(Ω ・cm)一1の導電率 を有す る。更に・ 電気担体 として イオンの他

に電子や正孔 も同時に有してtiる 物質(mixedconductor)も この範疇 に入る。
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